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京 極 読 書 新 聞 ＜第８７号＞ 

京極読書新聞 は 

毎月１日発行予定です 

■京極小学校 
  仲倉 里穂 先生 

本の世界は、無限大です。今年度も、湧学館の

方々と連携を取りながら、たくさんの本の世界に

触れることができました。 

図書委員会では、図書室でのイベントや飾り作

りなど、様々な取り組みがありました。一年間通

して特に好評だったのが、しおりを配るイベント

です。期間中、２冊借りた児童に、図書委員手作

りのしおりをプレゼントしました。手作りのしお

りは、きちんとラミネートされ、リボンがつけら

れた立派なしおりです。「しおりがほしくて借り

てみた本、面白かったよ」の声が聞かれたときの

図書委員の笑顔が、印象的でした。 

図書室の前に、「読書の木」のコーナーを作り

ました。友達に紹介したい本を、葉の形に切った

画用紙に書いて、「読書の木」に飾ります。今で

は、たくさんの児童が書いた葉が飾られ、立派な

木になりました。また、誰かのおすすめの本が置

かれ、その本を借りるときは自分のおすすめの本

を置くことができる、「どうぞの本」のコーナー

も図書室に新しく入りました。 

各学年様々な内容で行われたブックトーク。

「動物を描いた本」や「宮沢賢治の本」など、

テーマごとにたくさんの本を紹介していただきま

した。 

図書室には、今年度たくさんの新刊図書が入り

ました。湧学館にあるたくさんの本、図書室に

入った新しい本、子どもたちにはたくさんの「読

む贅沢」があります。いつでもどこでも、自分の

好きな本を贅沢に読むことができるように、来年

度も努めていきたいと思います。 
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 今年も、湧学館の方に季節やおすすめテーマに

沿ったたくさんの本を紹介していただきました。

出前図書で紹介してくださる本はいつも「どんな

本かな？読んでみたいな！」と思うものばかり

で、バリエーション豊富な本との出会いに、子供

たちだけでなく先生方もワクワクしていました。

また、本の内容はもちろん、題名や挿絵からも本

を楽しむことができることを教えていただきまし 

た。 

 さて、今年度の南京極小学校での取り組みを紹

介します。昨年度から、月に１度「読書週間」を

設定しました。継続していく中で、子供たちが新

しいジャンルの本を手に取る機会・友達と本の楽

しさを共有できるよい機会となっています。 

 児童会の学習部は、会話文の読み方やスピー

ド、ページのめくるタイミングなど練習し、朝読

書に「読み聞かせ」をしました。発表する側は、

人に伝わるように意識しながら練習することで表

現力が育ち、聞く側にとっては読書への意欲づけ

につながったと感じています。 

 今後も、子供たちが本に親しみ、豊かな心の栄

養になるような読書を続けていけるように努めて

いきたいと考えています。 

 最後になりましたが、４月から新しい環境で生

活する９人のために「転校」のテーマなどの本を

もってきてくださるなど、今の子供たちに合った

本選びをしてくださり、本当にありがとうござい

ました。子供たちは、新しい学校でも出前図書が

あることをとても楽しみにすることと思います。

これからもよろしくお願いします。 

 京極中学校の図書コーナーは、学芸専門委員の

生徒が中心となり、管理･運営をしています。昼休

みには毎日、図書を借りにくる生徒や学習をする

生徒が足を運びます。全校生徒が本と関わること

のできる場所として、重要な役割を担う場所で

す。学芸委員の生徒はそんな場所をより良いもの

にしよう、そしてもっと多くの生徒に本に親しん

でもらおう、という気持ちで図書コーナーを運営

してくれました。毎月各学級に２０冊ずつ図書を

設置し、それがきっかけで本を借りに来る生徒も

いました。時期によって、または学級によって、

「今はみんなこんな本に興味があるのではない

か」と考えて図書を選んでおり、１人でも多くの

生徒に本を手にとってもらおうという気持ちが伝

わってくる活動でした。 

 毎年たくさんの新刊図書も入ります。今年度は

それに加えて、京極町出身の川向様から寄付金を

頂いたことで、さらに多くの図書が入りました。

感謝の気持ちを込めて、寄贈図書コーナーを設け

ています。現在もこのコーナーにある本を手にと

り、多くの生徒が活用しています。新刊図書が入

ると本の貸し出しもいつも以上に賑わい、とても

活気のある図書コーナーになります。 

 今後も生徒がたくさんの本と出会い、有意義な

読書生活を送れるような図書コーナーにしていく

ために、今ある活動

にとらわれることな

く、新しい発想でこ

の場所を創っていっ

て欲しいと思ってい

ます。 

■南京極小学校 
  土屋 真由子 先生 

■京極中学校 
  惣万 大輝 先生 


